
  二 〇 二 五 年 度 夏 期 「 東 大 現 代 文 」 【 訂 正 前 テ ス ト 第 ２ 回 】 解 答 モ デ ル と 採 点 基 準  

                                     担 当 中 野 芳 樹

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 挟 み 込 み 、 一 行 に 二 行 書 き 、 は み 出 し 、

小 さ い 文 字 で の 書 き 過 ぎ 、 そ の 他 ）…… 当 該 設 問 は 失 格 

 ＊ 解 答 欄 一 行 は 二 五 ～ 三 〇 文 字 程 度 

ｃ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

ｄ 必 須 ポ イ ン ト に つ い て 。 必 須 ポ イ ン ト は 、 こ れ が ク リ ア さ

れ て い な け れ ば そ の 時 点 で 失 格 。 た だ し 、 必 須 項 目 が 「 加 点

は さ れ な い も の の 、 構 文 や 内 容 上 は ほ ぼ 適 切 で あ る も の 、 減

点 に よ り 得 点 の な い も の 」 等 で あ れ ば 、 「 必 須 」 の 条 件 自 体 は

ク リ ア し た も の と し て 、 他 の 基 準 部 分 は 採 点 す る 。 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

 

【 第 一 問 】 

一 （ 16 点 ） 

万 人 に 訪 問 権 と 滞 在 権 を 認 め る 歓 待 の 思 考 は 理 性 に 規 定 さ れ た

普 遍 的 義 務 で あ る 。 戦 前 以 来 の 排 外 主 義 的 発 想 を 根 本 か ら 転 換

す る に は 、 日 本 人 の 一 人 一 人 が 外 国 人 と 同 様 に 日 本 で の 訪 問 権

と 滞 在 権 を 平 等 に 認 め ら れ た 者 と し て 自 己 を 捉 え な お す 必 要 が

あ る と い う こ と 。 （ 一 二 〇 字 ） 

 

 ＊ ① と 、 ③ も し く は ⑤ の い ず れ か と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 日 本 人 一 人 一 人 に 求 め ら れ る こ と １ 点 

② 構 文 ＝ 「 ～ 求 め ら れ て い る 」 の 適 切 な 置 換 １ 点 

③ 「 自 己 を 再 発 見 す る 」 ＝ 「 客 」 と し て 「 起 源 」 の 歓 待 を 受 け

る こ と が 、 自 己 を 自 己 た ら し め る ＝ 日 本 で の 訪 問 権 や 滞 在 権

を 認 め ら れ た 者 と し て ・ 日 本 人 で あ る 自 分 を 再 認 識 （ 再 定 義 ）

す る ３ 点 ・ ２ 点 

④ 戦 前 以 来 の 排 外 主 義 的 発 想 を 根 本 か ら 転 換 す る ２ 点 

⑤ 日 本 人 を 外 国 人 と 平 等 で あ る と み な す ２ 点 

⑥ 歓 待 （ の 思 考 ） ＝ 誰 も に ・ 訪 問 権 ・ 滞 在 権 を 認 め る ３ 点 

⑦ 歓 待 ＝ 普 遍 的 義 務 ・ 理 性 に 規 定 さ れ た 義 務 ２ 点 

 

 

二 （ 各 ２ 点 ） 

ａ 切 迫 ｂ 糧 ｃ 依 然 

 

 

【 第 二 問 】 

一 （ ５ 点 ） 

筆 者 は 、 郷 土 の 地 形 に つ い て 漠 然 と し た 印 象 し か な く 、 郷 土 の

山 々 に つ い て は 名 す ら 知 ら ず 、 無 知 の 自 覚 も な か っ た と い う こ

と 。 

 

 ＊ ① ・ ④ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 筆 者 の 郷 土 の 地 形 に つ い て １ 点 

② 漠 然 と し た 印 象 し か な か っ た １ 点 

③ 郷 土 の 山 に つ い て 名 も 知 ら な か っ た １ 点 

④ 無 知 で あ る と す ら 分 か っ て い な か っ た ２ 点 

 

 

 

二 （ ５ 点 ） 

筆 者 は 、 母 親 と 三 歳 で 死 別 し 、 育 て て く れ た 祖 母 も 亡 く な り 、

中 学 一 年 で 郷 土 を 出 て 久 し い の で 、 親 し い 村 人 が い な い と い う

こ と 。 

 

 ＊ ⑤ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 筆 者 は 中 学 一 年 ま で 郷 土 で 暮 ら し た １ 点 

② 母 親 は 三 歳 で 亡 く な っ た １ 点 

③ 育 て て く れ た 祖 母 は 亡 く な っ て い る １ 点 

④ ① 以 来 、 郷 土 を 離 れ て 久 し い （ 長 く 疎 遠 で あ る ） １ 点 

⑤ 村 人 の 中 に 親 し い 人 が い な い １ 点 

 

 

 

三 （ ５ 点 ） 

生 家 が 廃 屋 と な り 、 手 入 れ す る 者 も な く 放 置 さ れ た 持 ち 山 は 、

祖 母 と 過 ご し た 頃 の 記 憶 と は 異 な り 、 荒 れ て 不 気 味 で あ っ た か

ら 。 

 

 ＊ ① ・ ④ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 放 置 さ れ た 持 ち 山 は ・ 荒 れ て い た ２ 点 

② 生 家 が 絶 え た １ 点 

③ 祖 母 と い た 頃 と は 異 な っ て し ま っ た １ 点 

④ 光 景 を 不 気 味 に 感 じ た １ 点 

 

 

 

四 （ ５ 点 ） 

山 歩 き の 喜 び で 消 え た か ぜ の 症 状 が 、 郷 土 を 捨 て た う し ろ め た

さ や 山 路 の 恐 怖 、 妻 へ の 不 安 な 想 像 で 再 発 す る 気 が す る か ら 。 

 

 ＊ ③ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 山 歩 き の 支 度 で か ぜ の 症 状 が 消 え て い た １ 点 

② 郷 土 を 捨 て た 後 ろ め た さ ・ 山 路 の 恐 怖 ・ 妻 へ の 不 安 ３ 点 

③ ② の せ い で か ぜ の 症 状 が ぶ り 返 す 気 が す る か ら １ 点 

 


